
「
印
田
」
考

水

石

靖

子

は
じ
め
に

　

三
徳
山
三
佛
寺
（
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
）
は
、
岩
窟
に
建
て
ら
れ
た
国
宝
・
投
入
堂
や
多
く
の
文
化
財
を
有
す
る
山
岳
寺
院
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
伯
耆
国
河
村
郡
に
所
在
す
る
三
佛
寺
の
所
領
関
係
記
録
は
三
佛
寺
所
領
で
あ
っ
た
門
前
村
、
俵た
わ
ら原
村
、
井
土
村
の
三
ヶ
村
に
関

す
る
地
詰
帳
や
開
改
帳（

（
（

が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
開
改
帳
に
は
地
詰
帳
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
印
田（

（
（

」
と
記
さ
れ
た
田
地
を
確
認

で
き
る
。
ま
ず
、
門
前
村
の
開
改
帳
は
整
理
番
号
に
よ
る
と
四
号
～
一
〇
号
、
一
二
号
～
一
六
号
、
一
八
号
、
二
〇
号
の
一
四
冊
で
あ
る（

（
（

〔
表
1
〕。
こ
の
一
四
冊
の
う
ち
一
二
冊
に
は
田
地
の
等
級
に
印
田
と
記
さ
れ
た
田
地
が
み
え
る
。
門
前
村
以
外
の
開
改
帳
に
は
俵
原
村

の
一
一
号
、
一
七
号
、
井
土
村
の
一
九
号
が
あ
り
、
俵
原
村
、
井
土
村
の
開
改
帳
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
に
印
田
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
三
佛
寺
所
領
で
あ
る
門
前
村
、
俵
原
村
、
井
土
村
に
は
開
改
帳
が
全
部
で
一
七
冊
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
五
冊
は
田
地
の
等
級
に

印
田
と
記
載
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
地
詰
帳
と
開
改
帳
の
記
載
事
項
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②

田
畠
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
石
高
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
門
前
村
の
七
号
、
一
二

号
、
一
五
号
の
三
冊
、
俵
原
村
の
一
一
号
の
一
冊
で
あ
る
。
そ
し
て
、
田
地
の
等
級
に
つ
い
て
は
例
え
ば
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
作
成
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の
『
地
方
凡
例
録（

（
（

』、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
作
成
の
『
牧
民
金
鑑（

（
（

』

に
記
載
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
『
地
方
凡
例
録
』
に
は
「
古
来
検
地
条
目
之

事
」
に
「
一
、
田
畑
上
中
下
の
位
付
専
一
に
候
、」
と
あ
り
、
田
畑
は
上

中
下
に
位
付
け
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い
で
『
牧
民
金
鑑
』
に
は
「
元

禄
七
戌
年
四
月
検
地
條
目
」
に
「
一
、
田
畑
位
付
之
義
、
大
方
上
中
下
三

段
ニ
候
」
と
あ
り
、
田
畑
の
等
級
は
大
方
上
中
下
の
三
段
に
位
付
け
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
『
地
方
凡
例
録
』、『
牧
民
金
鑑
』

に
は
印
田
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
三
佛
寺
の
開
改
帳
に
数
多
く
記
載
の
あ
る
印
田
と
は
、
ど

の
よ
う
な
等
級
の
田
地
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
印

田
」
に
つ
い
て
究
明
し
て
い
き
た
い
。

一
　
印
田

（
1
）
三
佛
寺
所
領
に
み
え
る
印
田

　

ま
ず
、
三
佛
寺
所
領
の
三
ヶ
村
で
は
印
田
と
記
さ
れ
て
い
る
開
改
帳

が
一
五
冊
あ
り
、
そ
の
記
載
内
容
の
確
認
を
お
こ
な
い
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
作
成
年
紀
の
も
っ
と
も
古
い
開
改
帳
の
一
丁
目
表
部
分
を
取
り
あ
げ

て
検
討
す
る
。

〔表 1〕　三佛寺文書　第 2函　開改帳年代・村別表
作成年代 西暦 門前村 俵原村 井土村

元禄14 1701 開改帳（ 4 号）
開改帳（ 5 号）

正徳 5 1715 開改帳（ 6 号）*
開改帳（ 7 号）*

享保 2 1717 新開改帳（ 8 号）*

延享 4 1747
新開改帳（ 9 号）*
新開改帳（10号）*
新開改帳（12号）*

開改帳（11号）*

安永 2 1773 開改帳（13号）*

寛政 6 1794 開改帳（14号）*
新田改帳（15号）*

享和 3 1803 開改帳（16号）*
文化 1 1804 新開改帳（17号）*
文化 9 1812 年々開改帳（18号）*
文政 7 1824 新開改帳（19号）*
天保 5 1834 開改帳（20号）*

（注）開改帳のうち「印田」と記載されている帳面には＊を付けた。
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Ａ　

門
前
村

　

門
前
村
で
は
印
田
の
記
載
が
あ
る
開
改
帳
は
全
部
で
一
二
冊
あ
り
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
開
改
帳
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
河

村
郡
門
前
村
新
開
改
帳
（
六
号
）
で
あ
る
。

　

本
文
の
記
載
内
容
は
一
筆
ご
と
の
田
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
田
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
の
順
番
で
記
さ
れ

（
一
丁
目
表
）

ま
ん
ば

一
、
印
田

七
畝
拾
歩

五
次
郎
兵
衛

同
所

一
、
印
田

壱
畝
十
八
歩

七
右
衛
門
後
家

や
し
き
ノ
内

一
、
印
田

九
畝
十
一
歩

長
右
衛
門

い
ゑ
の
上

一
、
印
田

三
畝
十
四
歩

同
人

郡
さ
か

一
、
印
田

十
四
歩

七
右
衛
門
後
家
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て
い
る
。
六
号
の
新
開
改
帳
は
田
地
数
が
九
〇
筆
あ
り
、
そ
の
等
級
は
す
べ
て
印
田
で
あ
る
。
そ
し
て
、
残
る
開
改
帳
一
一
冊
に
つ
い
て
も

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）
の
一
筆
に
中
田
と
記
載
が
み
ら
れ
る
以
外
は
す
べ
て
印
田
で
あ
る
。

Ｂ　

俵
原
村

　

俵
原
村
で
は
印
田
の
記
載
が
あ
る
開
改
帳
は
延
享
四
年
の
河
村
郡
俵
原
村
開
改
帳
（
一
一
号
）、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
河
村
郡
俵

原
村
新
開
改
帳
（
一
七
号
）
の
二
冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
次
に
示
す
延
享
四
年
の
開
改
帳
（
一
一
号
）
に
は
石
高
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

（
一
丁
目
表
）

か
ま
谷
口

一
、
印
田

壱
畝
廿
歩

八
郎
右
衛
門

高
壱
斗

山
ノ
か
ミ
原

一
、
印
田

四
歩

同
八
合

か
ま
ゝ
ち
た

一
、
印
田

五
歩

同
壱
升

喜
右
衛
門
た

一
、
印
田

拾
歩

同
弐
升
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本
文
の
記
載
内
容
は
一
筆
ご
と
の
田
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
田
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
、
⑤
石
高
の
順
番

で
記
さ
れ
て
い
る
。
一
一
号
の
開
改
帳
は
田
地
数
が
二
九
筆
で
あ
り
、
そ
の
等
級
は
す
べ
て
印
田
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
化
元
年
の
開
改
帳

（
一
七
号
）
で
も
田
地
の
等
級
は
す
べ
て
印
田
と
記
載
が
み
ら
れ
る
。

Ｃ　

井
土
村
（
一
九
号
）

　

井
土
村
で
は
印
田
の
記
載
が
あ
る
開
改
帳
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
河
村
郡
井
土
村
新
開
改
帳
（
一
九
号
）
の
一
冊
だ
け
で
あ
り
、

他
村
と
比
べ
て
開
改
帳
の
冊
数
が
一
番
少
な
い
村
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
井
土
村
で
開
墾
が
そ
れ
ほ
ど
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。 山

は
殿
下
通
り

一
、
印
田

壱
畝

同
六
升

（
一
丁
目
表
）

蛇
潰

一
、
印
田

四
畝

惣
兵
衛

同
所

一
、
印
田

三
畝

同
人
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本
文
の
記
載
内
容
は
一
筆
ご
と
の
田
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
田
地
の
等
級
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
の
順
番
で
記
さ
れ

て
い
る
。
一
九
号
の
新
開
改
帳
は
田
地
数
が
八
筆
で
あ
り
、
そ
の
等
級
は
す
べ
て
印
田
で
あ
る
。

　

以
上
、
確
認
し
た
よ
う
に
三
佛
寺
所
領
で
は
印
田
記
載
の
開
改
帳
は
、
延
享
四
年
の
美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）
に
中
田
の
記

載
が
一
筆
み
え
る
以
外
は
、
す
べ
て
の
田
地
が
印
田
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
延
享
四
年
の
美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）
に
み
え
る
中
田
と
記
載
さ
れ
て
い
る
田
地
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。
延
享
四
年
の
門
前
村
開
改
帳
に
は
河
村
郡
三
徳
門
前
村
新
開
改
帳
（
九
号
）、
河
村
郡
三
徳
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
〇
号
）、

美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）
と
い
っ
た
作
成
年
紀
の
重
複
し
た
三
冊
が
存
在
す
る
。
こ
の
開
改
帳
に
記
載
の
田
地
は
三
冊
と
も
同

様
で
あ
る
が
、
と
り
ま
と
め
方
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
号
と
一
〇
号
は
年
代
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
二

号
は
延
享
四
年
分
の
記
載
田
地
を
文
化
二
年
に
改
め
て
写
し
た
名
請
人
名
順
の
帳
面
で
あ
る
。
ま
た
、
一
〇
号
と
一
二
号
の
開
改
帳
に
は
番

号
や
名
請
人
名
の
記
さ
れ
た
付
箋
や
貼
紙
が
数
多
く
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
載
内
容
は
九
号
の
田
地
記
載
順
番
と
名
請
人
名
が
対
応
し
て

い
る（

（
（

。
よ
っ
て
、
一
〇
号
と
一
二
号
の
付
箋
や
貼
紙
の
記
載
か
ら
延
享
四
年
に
開
墾
さ
れ
た
田
地
の
所
在
、
名
請
人
、
等
級
の
変
遷
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
延
享
四
年
の
開
改
帳
の
う
ち
九
号
と
一
〇
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
田
地
の
等
級
が
す
べ
て
印
田
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
二
号
に
中
田
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
田
地
は
延
享
四
年
以
降
に
印
田
か
ら
等
級
が
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ

同
所

一
、
印
田

五
畝

同
人

大
井
土
谷

一
、
印
田

三
畝

助
七
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で
、
印
田
か
ら
中
田
へ
と
等
級
が
上
昇
し
た
田
地
に
つ
い
て
、
経
緯
を
詳
し
く
確
認
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
各
開
改
帳
か
ら
該
当
す

る
田
地
の
記
載
部
分
を
抄
出
し
、
該
当
田
地
に
つ
い
て
は
＊
を
付
し
て
示
し
た
。

（
ａ
）
河
村
郡
三
徳
門
前
村
新
開
改
帳
（
九
号
）

（
ｂ
）
河
村
郡
三
徳
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
〇
号
）

　

い
へ
の
下

　

一
、
印
田

壱
畝
拾
五
歩

同
人

（
貼
紙
）

　
『（
朱
書
）

享
和
三
亥
年
よ
り
中
田
ニ
成
ル
土
免
上
ケ
』

　

河
原
た

＊
一
、
印
田

四
歩

伊
右
衛
門

　

大
せ
ま
る

　

一
、
印
田

三
歩

与
右
衛
門

　

河
原
谷

享
和
年
亥
よ
り
中
田
成
ル

（
貼
紙
Ｂ
）

＊
一
、
印
田

四
歩　
　
　

 

○
伊
右
衛
門

廿
七　

定
右
衛
門
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（
ｃ
）
美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）

　

ま
ず
、
九
号
の
開
改
帳
で
は
伊
右
衛
門
分
の
田
地
に
は
貼
紙
が
付
さ
れ
て
お
り
、
朱
書
で
「
享
和
三
亥
年
よ
り
中
田
ニ
成
ル
土
免
上
ケ
」

と
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
伊
右
衛
門
分
の
河
原
田
に
あ
る
四
歩
の
田
地
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
印
田
か
ら
中
田
へ
と
等
級

が
上
げ
ら
れ
、
年
貢
率
も
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
〇
号
の
開
改
帳
に
も
伊
右
衛
門
分
の
田
地
は
「
享
和
三
年
亥
よ
り
中
田

成
ル
」
と
あ
り
等
級
の
格
上
げ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
九
号
と
一
〇
号
に
記
さ
れ
て
い
る
伊
右
衛
門
分
の
田
地
等
級
が
、
上
昇
し
た
こ
と
を

 

合
谷
川
原
田

（
付
箋
Ａ
）

＊
一
、
中
田

四
歩

同
弐
升

善
蔵
（
付
箋
Ｂ
）

延
享
廿
七

享
帳
廿
七
番
○
　

○

　

大
せ
ま
る

（
付
箋
Ａ
）

一
、
印
田

三
歩

与
右
衛
門

廿
八　

林
蔵

市
郎
右
衛
門
ニ
入

　

は
た
か
い
わ

（
付
箋
Ａ
）

　

一
、
印
田

四
歩

同
人

廿
九　

同
人

惣
兵
へ
ニ
入

　

三
つ
し
う

　

一
、
印
田

拾
五
歩

市
郎
右
衛
門

三
十
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証
明
で
き
る
も
の
と
し
て
、
一
二
号
に
記
載
の
善
蔵
分
の
田
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
〇
号
の
貼
紙
番
号
と
一
二
号
の
付
箋
番
号
が
「
廿
七

番
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
号
と
一
〇
号
の
伊
右
衛
門
分
の
印
田
が
一
二
号
で
は
善
蔵
分
の
中
田
と
な
り
、
そ
の
等
級
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
印
田
は
開
墾
後
に
田
地
の
地
味
が
豊
か
に
な
る
と
等
級
は
上
昇
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
佛
寺
の
他
に
印
田
の
記
載
を
一
筆
だ
け
確
認
で
き
る
史
料
と
し
て
、
次
に
示
す
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
因
幡
国
八
東

郡
野
町
村
地
平
帳（

（
（

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
検
討
の
た
め
に
地
平
帳
の
記
載
田
地
の
う
ち
、
印
田
を
ふ
く
め
た
前
後
三
筆
分
の
田
地
を
と
り
あ
げ

た
。

同
所
元
地
九
歩

　
　

一
下
田

改
九
歩

又
兵
衛

　
　
　

平
九
歩

高
四
升
八
合

七

同
所
元
地
廿
歩

　
　
　
『（
朱
書
）
御
物
成
引
』

　
　

一
印
田

改
廿
歩

高
八
升

喜
左
衛
門

七

同
所
元
地
廿
三
歩

　

一
下
田

改
廿
壱
歩

同
人

　
　
　

平
廿
壱
歩

高
壱
斗
壱
升
弐
合

七
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記
載
内
容
か
ら
一
筆
ご
と
の
田
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
も
と
も
と
の
田
積
、
②
田
地
の
等
級
、
③
地
な
ら
し
後
の
田
積
、

④
名
請
人
名
、
⑤
地
な
ら
し
の
田
積
、
⑥
石
高
の
順
番
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
地
平
帳
は
全
部
で
二
六
〇
筆
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
印
田
と
記
さ
れ
て
い
る
田
地
は
喜
左
衛
門
分
の
一
筆
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
記
載
田
地
の
う
ち
地
平
帳
で
は
一
筆
が
印
田
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
三
佛
寺
の
開
改
帳
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
印
田
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
。
三
佛
寺
領
で
は
正
徳
五
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
開
改

帳
に
は
田
地
の
等
級
が
ほ
ぼ
印
田
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
開
墾
地
を
田
地
と
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
田
地
と
認
め

ら
れ
た
開
墾
地
は
証
明
に
印
を
付
け
「
印
田
」
と
表
記
し
、
最
も
地
味
の
悪
い
田
地
へ
一
先
ず
登
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
印
田
の
石
盛

　

三
佛
寺
所
領
の
開
改
帳
の
う
ち
石
高
の
記
載
が
み
ら
れ
る
も
の
は
門
前
村
分
が
多
く
、
正
徳
五
年
の
河
村
郡
三
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳

（
七
号
）、
延
享
四
年
美
徳
山
門
前
村
新
開
改
帳
（
一
二
号
）、
寛
永
五
年
の
美
徳
山
門
前
村
新
田
御
改
帳
（
一
五
号
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
三
冊
の
開
改
帳
に
記
載
の
石
高
と
田
積
か
ら
計
算
を
お
こ
な
い
、
印
田
の
石
盛
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
次

に
示
す
①
の
数
式
を
用
い
て
い
く
こ
と
と
す
る
。〔
数
式
〕
①
石
高
÷
面
積
＝
石
盛
。
ま
ず
門
前
村
の
土
地
の
基
礎
台
帳
で
あ
る
延
宝
二
年

の
三
徳
門
前
地
詰
帳
（
二
号
）
に
は
田
地
の
等
級
（
中
田
・
下
田
・
下
々
田
）、
各
等
級
ご
と
の
総
田
積
、
石
高
、
石
盛
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
各
等
級
ご
と
の
石
盛
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
石
盛
は
中
田
が
一
石
五
斗
〔
表
2
〕、
下
田
が
一
石
三
斗
〔
表
3
〕、
下
々
田
が
一

石
一
斗
〔
表
4
〕
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
詰
帳
に
記
載
の
数
値
と
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
七
号
、
一
二
号
、
一
五
号
の
分
析
結
果
か
ら
、
印

田
の
石
盛
は
八
斗
と
判
明
す
る
〔
表
5
～
7
〕。
し
た
が
っ
て
、
三
佛
寺
所
領
の
石
盛
は
中
田
が
一
石
五
斗
、
下
田
が
一
石
三
斗
、
下
々
田

が
一
石
一
斗
、
印
田
が
八
斗
で
あ
る
。
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二
　
印
下
々
田

　

前
章
で
は
、
三
佛
寺
所
領
の
開
改
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
印
田
の
性
格
と
石
盛
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
因
伯
受
免
由
来（

（
（

」
の
記
載

内
容
か
ら
田
地
の
等
級
に
「
印
下
々
田（

（
（

」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
因
伯
受
免
由
来
』
と
は
、
因
幡
国
・
伯
耆
国
の
一
七
〇
年

間
の
貢
納
法
を
県
命
に
よ
り
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
旧
鳥
取
藩
士
の
増
井
清
蔵（

（（
（

が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
明
治
五
年
段

〔表 2〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（中田）
田積 2 反 9 畝28歩半
石高 4 石 4 斗 9 升 3 合

田地の等級 中田
石盛 1 石 5 斗

28. 5÷30＝0. 95
①　4. 493÷2. 995＝1. 5

〔表 3〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（下田）
田積 2 反 9 畝 8 歩21半
石高 3 石 8 斗 6 升 3 合

田地の等級 下田
石盛 1 石 3 斗

21. 5÷30＝0. 7166･･･
①　3. 863÷2. 9716＝1. 2999･･･

〔表 4〕三佛寺文書　第 2函 2 号　地詰帳（下々田）
田積 3 反 5 畝14歩半
石高 3 石 9 斗 3 合

田地の等級 下々田
石盛 1 石 1 斗

14. 5÷30＝0. 4833･･･
①　3. 903÷3. 5483＝1. 0999･･･

〔表 5〕三佛寺文書　第 2函 7 号　新開改帳
田積 2 町 1 反 4 畝28歩
石高 17石 1 斗 9 升 5 合

田地の等級 印田
28÷30＝0. 9333･･･

①　17. 195÷21. 493＝0. 8

〔表 6〕三佛寺文書　第 2函12号　新開改帳（印田）
田積 4 反 4 畝17歩
石高 3 石 5 斗 7 升 6 合

田地の等級 印田
17. 3÷30＝0. 5833…

①　3. 576÷4. 4583＝0. 8020･･･

〔表 7〕三佛寺文書　第 2函15号　新田改帳
田積 1 反 7 畝 8 歩
石高 1 石 3 斗 8 升 1 合

田地の等級 印田
8 ÷30＝0. 2666･･･

①　1. 381÷1. 7266＝0. 7998･･･
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階
で
の
増
井
清
蔵
に
よ
る
理
解
で
あ
る
が
、
彼
の
然
る
べ
き
立
場
か
ら
信
頼
で
き
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
印
下
々
田
の
存
在
に
つ

い
て
は
、『
因
伯
受
免
由
来
』
の
記
載
内
容
か
ら
す
で
に
小
野
武
夫
氏
が
「
印
下
々
と
は
、
下
々
田
よ
り
猶
劣
り
た
る
悪
地
を
い
ふ
。
卽
ち

田
位
最
下
等
の
義
な
り
、
か
ヽ
る
悪
地
は
多
く
あ
ら
ず
、
要
す
る
に
検
地
の
際
、
下
々
の
田
に
印
を
つ
け
、
別
に
為
し
置
故
印
下
々
と
は
い

へ
る
な
ら
む
、
蓋
し
因
伯
二
州
地
方
に
て
唱
ふ
る
所
と
見
ゆ
。」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
鳥
取
縣
内
務
部
編
『
舊
鳥
取
藩
の
租
法
と
明

治
初
期
の
改
革（

（（
（

』、
入
交
好
脩
「
鳥
取
藩
農
民
経
済
研
究
―
鳥
取
縣
内
務
部
『
舊
鳥
取
藩
の
租
法
と
明
治
初
期
の
改
革（

（（
（

』
―
」、『
鳥
取
藩
史（

（（
（

』

に
も
指
摘
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
鳥
取
藩
は
因
幡
国
（
現
在
の
鳥
取
県
東
部
）
の
鳥
取
に
藩
庁
を
置
き
、
因
幡
・
伯
耆
の
両
国
三
二
万
石
を
領
し
て
い
た
藩
で

あ
る
。
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
は
池
田
光
政
が
姫
路
か
ら
入
封
し
た
が
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
備
前
国
と
国
替
え
が
お
こ
な
わ

れ
、
光
政
の
従
兄
弟
で
あ
る
池
田
光
仲
が
鳥
取
へ
入
封
す
る
。
以
後
、
光
仲
の
子
孫
に
よ
る
世
襲
と
な
り
藩
政
を
掌
握
し
た
。
こ
の
鳥
取
藩

で
の
検
地
は
、
池
田
光
政
に
よ
る
元
和
の
検
地
、
池
田
光
仲
に
よ
る
寛
永
の
検
地
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
検
地
か
ら
『
鳥
取
県
史
』
は

「
田
畑
の
品
位
は
田
が
上
・
中
・
下
・
下
々
の
四
級
、
畑
は
上
・
中
・
下
・
下
々
の
他
に
切
畠
又
は
山
畑
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
元
和
・
寛

永
の
両
検
地
帳
を
通
じ
て
み
て
も
全
く
例
外
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
元
和
・
寛
永
の
検
地
が
実
施
さ
れ
た
頃
の
鳥
取
藩
で
は

田
地
の
等
級
が
上
、
中
、
下
、
下
々
の
四
段
階
に
位
付
け
さ
れ
て
お
り
、
印
下
々
田
と
い
う
等
級
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
で
は
、

『
因
伯
受
免
由
来
』
に
記
さ
れ
て
い
る
印
下
々
田
と
は
ど
の
よ
う
な
等
級
の
田
地
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
示
す
『
因
伯
受
免
由
来
』

の
記
載
内
容
を
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

因ａ

幡
伯
耆
二
州
の
土
地
ハ
。
寛
永
九
年
。
藩
祖
池
田
光
仲
朝
臣
。
備
前
国
よ
り
移
封
以
前
。
田
畑
と
も
に
。
上
。
中
。
下
。
下
々
。

印
下
々
。《
印ｂ

下
々
と
い
ふ
ハ
、
下
々
の
う
ち
に
、
猶
劣
り
た
る
悪
地
あ
り
、
こ
れ
を
印
下
々
と
し
て
、
一
段
さ
く
る
な
り
、
検
地
の
節
、
か
や
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う
の
悪
地
、
多
く
ハ
あ
ら
ず
、
下
々
の
内
に
し
る
し
を
つ
け
、
別
に
し
を
く
や
う
の
こ
と
に
て
、
印
下
々
と
い
ふ
に
や
》
の
五
段
あ
り
、
其
地

位
反
別
。
悉
く
一
筆
限
り
《
一
筆
と
い
ふ
ハ
、
譬
ハ
上
田
一
反
三
畝
拾
歩
左
衛
門
五
郎
、
或
ハ
下
田
五
畝
十
五
歩
、
三
郎
次
郎
と
、
一
場
所
限
、

検
地
帳
ニ
一
く
た
り
一
筆
に
畝
反
を
記
し
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
一
筆
と
唱
ふ
こ
れ
を
か
そ
へ
て
、
幾
筆
、
幾
十
筆
と
い
ふ
な
り
》
検
地
帳
に
記
載
し

て
。
其
村
々
へ
下
け
渡
し
あ
る
な
り
。
其ｃ

地
位
上
。
中
。
下
。
下
々
。
印
下
々
の
名
ハ
。
二
州
同
し
こ
と
な
れ
と
も
。
村
の
善
悪
に
依

り
て
。
斗
代
の
違
い
あ
り
。
往ｄ

昔
。
二
州
の
村
々
。
其
土
地
の
。
原ゲ

ン

。
隰シ

ウ

。
衍エ

ン

―
沃ヨ

ク

。
肥ヒ

。
瘠セ

キ

を
勘
考
し
て
。
其
等
級
を
分
つ
。
上
々

の
村
ハ
。
上
田
壹
反
貳
石
代
。
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
九
斗
代
。
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
壹
石
八
斗
代
。
其
次
の
村

ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
七
斗
代
。
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
一
石
六
斗
代
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
五
斗
代
。
其
次
の
村

ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
四
斗
代
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
三
斗
代
。
其
次
の
村
ハ
。
上
田
壹
反
。
壹
石
貳
斗
代
。
以
上
九
等
あ

り
。
地
位
の
名
ハ
。
二
州
同
し
こ
と
な
れ
と
も
。
村
の
善
悪
に
よ
り
て
。
斗
代
の
違
ひ
あ
り
と
ハ
。
則
こ
の
こ
と
な
り
。
い
つ
れ
の
村

も
。
上
田
の
み
に
ハ
あ
ら
す
。
中
田
。
下
田
。
下
々
田
。
印
下
々
田
。《
二

ｆ

州
の
中
、
上
田
、
中
田
、
下
田
、
下
々
田
、
の
四
段
ま
で
に
し

て
、
印
下
々
田
の
な
き
村
も
間
に
ハ
あ
る
な
り
、》
と
も
に
あ
り
て
。
其
地
位
の
ひ
き
ゝ
に
従
ひ
て
。
斗
代
も
順
々
劣
れ
る
な
り
。（
後
略
） 

　

本
文
の
記
載
内
容
に
よ
る
と
、
ま
ず
波
線
部
分
ａ
で
は
因
伯
両
国
に
お
け
る
土
地
は
、
池
田
光
仲
が
岡
山
か
ら
鳥
取
へ
移
封
す
る
寛
永
九

年
以
前
に
は
、
田
畑
と
も
上
、
中
、
下
、
下
々
、
印
下
々
の
五
段
階
に
等
級
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
鳥
取
藩
で
は

池
田
光
政
が
藩
主
を
務
め
て
い
た
元
和
三
年
か
ら
寛
永
九
年
頃
に
は
、
す
で
に
田
地
の
等
級
は
五
段
階
で
あ
り
印
下
々
田
が
設
定
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　

次
い
で
、
二
重
線
部
分
ｂ
か
ら
次
の
二
点
の
こ
と
が
わ
か
る
。
①
下
々
田
よ
り
地
味
の
劣
る
悪
地
を
印
下
々
田
と
し
て
等
級
を
一
段
階
下

げ
る
。
②
検
地
の
際
、
印
下
々
田
は
少
な
く
、
下
々
田
に
「
し
る
し
」
を
つ
け
て
分
別
す
る
こ
と
か
ら
印
下
々
田
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 
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そ
し
て
、
傍
線
部
分
ｃ
で
は
因
幡
・
伯
耆
の
両
国
と
も
田
地
の
等
級
は
五
段
階
で
あ
る
が
、
各
村
の
土
地
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
石
盛

（
斗
代
）
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
点
線
部
分
ｄ
を
基
に
作
成
し
た
村
・
田
畠
地
の
等
級
別
石
盛
表
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
〔
表
8
〕。
ま
た
、
太
線
ｆ
部
分
に
は
「
二
州
の
中
、
上
田
、
中
田
、
下
田
、
下
々
田
、
の
四
段
ま
で
に
し
て
、
印
下
々
田
の
な
き

村
も
、
間
に
ハ
あ
る
な
り
、」
と
あ
り
、
印
下
々
田
は
必
ず
し
も
各
村
に
存
在
す
る
田
地
で
は
な
い
。 

　

す
な
わ
ち
「
印
下
々
田
」
と
は
、
因
伯
両
国
に
元
和
三
年
か
ら
寛
永
九
年
頃
に
田
地
の
等
級
と
し
て
設
定
さ
れ
、
地
味
の
劣
る
悪
地

と
下
々
田
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
に
表
記
し
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
印
下
々
田
の
記
載

が
み
ら
れ
る
史
料
は
『
因
伯
受
免
由
来
』
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
土
地
関
係
の
史
料
か
ら
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
印
下
々
田
と
前
章
で
述
べ
た
印
田
の
特
質
を
比
べ
る
と
、
次
の
共
通
点
が
あ
る
。
①
下
々
田
よ
り
地
味
の
劣
る
田
地
と

の
区
別
を
つ
け
る
た
め
に
設
定
し
て
い
る
。
②
八
東
郡
野
町
村
の
例
か
ら
総
数
と
し
て
は
少
な
い
田
地
で
あ
る
。
③
因
伯
両
国
で
確
認
で
き

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
印
下
々
田
と
印
田
は
同
一
の
田
地
で
あ
り
、
土
地
台
帳
へ
記
載
す
る
際
に
印
下
々
田
を
印
田
と
省
略
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 
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〔表 8〕　村・田畠地の等級別石盛表

上
々
村

上
中
村

上
下
村

中
上
村

中
々
村

中
下
村

下
上
村

下
中
村

下
々
村

上
田

二
石

一
石
九
斗

一
石
八
斗

一
石
七
斗

一
石
六
斗

一
石
五
斗

一
石
四
斗

一
石
三
斗

一
石
二
斗

中
田

一
石
八
斗

一
石
七
斗

一
石
六
斗

一
石
五
斗

一
石
四
斗

一
石
三
斗

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

下
田

一
石
六
斗

一
石
五
斗

一
石
四
斗

一
石
三
斗

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

九
斗

八
斗

下
々
田

一
石
四
斗

一
石
三
斗

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

九
斗

八
斗

七
斗

六
斗

印
下
々
田

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

九
斗

八
斗

七
斗

六
斗

五
斗

四
斗

上
畠

一
石
四
斗

一
石
三
斗

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

九
斗

八
斗

七
斗

六
斗

中
畠

一
石
二
斗

一
石
一
斗

一
石

九
斗

八
斗

七
斗

六
斗

五
斗

四
斗

畠
田

一
石

九
斗

八
斗

七
斗

六
斗

五
斗

四
斗

三
斗

二
斗

下
々
畠

八
斗

七
斗

六
斗

五
斗

四
斗

三
斗

二
斗

一
斗

印
下
々
畠

六
斗

五
斗

四
斗

三
斗

二
斗

一
斗

『因伯受免由来』より作成。

三
　
他
藩
に
み
ら
れ
る
田
地
の
等
級 

　

前
章
ま
で
は
鳥
取
藩
に
お
け
る
田
地
の
等
級
を
述
べ
て
き
が
、
他
藩
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
松
江
藩（

（（
（

は
早
く
て
寛
永
年
間
に

は
、
下
々
田
よ
り
一
段
階
低
い
等
級
に
「
新
下
々
田
」
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
岡
山
藩（

（（
（

で
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
頃
に
は
田
地
が
上

田
、
中
田
、
下
田
、
下
々
田
、
ひ
え
田
、
永
荒
田
の
六
段
階
に
位
付
け
さ
れ
て
お
り
、
下
々
田
以
下
の
等
級
に
は
「
ひ
え
田
」
や
「
永
荒

田
」
と
い
っ
た
田
地
以
外
の
土
地
が
設
け
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
岡
山
藩
と
鳥
取
藩
は
縁
戚
関
係
に
あ
た
る
同
じ
池
田
氏
の
統
治
下
で
あ
る
が
、
田
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地
の
等
級
に
お
い
て
は
異
な
る
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
近
隣
諸
藩
を
み
る
と
鳥
取
藩
と
同
様
に
下
々
田
よ
り
低
い
等
級
を
設
け
て
い
た
の
は
松
江
藩
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
松

江
藩
に
み
ら
れ
る
「
新
下
々
田
」
と
い
う
田
地
の
等
級
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　

松
江
藩
の
検
地
は
堀
尾
氏
、
松
平
氏
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
堀
尾
氏
の
検
地
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
九
）、
慶
長
一
四
年

（
一
六
〇
九
）
か
ら
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。『
新
修
島
根
県
史
』
は
現
存
す
る
慶
長
七
年
意
宇
郡
大
草
村

の
検
地
帳
の
記
載
内
容
か
ら
「
堀
尾
検
地
は
三
〇
〇
歩
＝
一
反
畝
歩
を
用
い
、
田
畑
と
も
上
々
、
上
、
中
、
下
、
下
々
（
例
外
的
に
中
上
、

中
下
、
山
畑
、
荒
田
の
記
載
も
あ
る
）
の
品
等
に
分
け
ら
れ
、
生
産
高
を
示
す
石
盛
を
付
け
、
一
筆
ご
と
に
分
米
を
記
載
す
る
形
式
を
と
っ

て
い
る
」
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
堀
尾
氏
の
検
地
で
は
土
地
の
等
級
が
例
外
を
除
い
て
田
畑
と
も
に
上
々
、
上
、
中
、
下
、
下
々
の
五

段
階
に
位
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　

次
い
で
、
松
平
氏
の
検
地
は
寛
永
・
寛
文
・
元
禄
年
間
に
か
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
頃
、
松
江
藩
士
の
岩
崎
左
久
次（

（（
（

に
よ
り
『
田

法
記（

（（
（

』、『
免
法
記（

（（
（

』
と
い
っ
た
農
政
書
が
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
『
田
法
記
』
に
は
「
第
四　

田
地
善
悪
見
立
之
事
」
と
し
て
上
之
土
、

中
之
土
、
下
之
土
な
ど
地
質
ご
と
の
詳
細
な
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
田
地
の
等
級
に
関
す
る
記
述
は
さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。 

　

と
こ
ろ
が
、
松
江
藩
で
田
地
の
等
級
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
史
料
と
し
て
次
に
示
す
『
傳
法
記（

（（
（

』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
に
出
雲
国
松
江
の
石
倉
思
敬（

（（
（

が
著
し
た
農
政
書
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　

第
五　

田
畑
地
位
之
事 

　
　

一
田
畑
土
之
位
定
之
事
、
其
善
悪
を
位
究
と
云
、
至
極
宜
き
土
地
は 

　
　
　

上
々
、
上
、
其
次
中
、
下
、
下
々
、
又
は
新
下
々
。 
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田　

上
　々

十
七
或
は
十
六　

上
十
六
、
五　

中
十
四
、
三
、
貮
、　

下
十
二
、
壹
石 

　
　
　
　
　
　
　

下
々
九
、
七　
　

新
下
々
七
、
五 

　
　
　

右
石
と
云
は
壹
反
に
壹
石
之
位
也
、
十
は
反
に
付
き
石
也
、
皆
是
に
同
し
、 

　

記
載
内
容
の
傍
線
部
分
か
ら
田
地
は
上
々
田
、
上
田
、
中
田
、
下
田
、
下
々
田
、
新
下
々
田
の
六
段
階
に
位
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
う
ち
、
新
下
々
田
と
い
う
田
地
を
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
堀
尾
氏
の
時
代
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
等
級
で
あ
る
。
で
は

新
下
々
田
と
は
、
ど
の
よ
う
な
等
級
の
田
地
を
示
す
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
本
文
中
に
「
下
々
、
又
は
新
下
々
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
下
々
田
よ
り
等
級
が
一
段
階
低
い
田
地
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
い
で
、
記
載
の
石
盛
か
ら
下
々
田
は
九
斗
か
ら
七
斗
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
新
下
々
田
は
七
斗
か
ら
五
斗
と
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
平
検
地
で
は
下
々
田
よ
り
さ
ら
に
地

味
の
劣
る
土
地
が
生
じ
た
際
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
田
地
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
下
々
田
と
区
別
を
し
て
「
新
下
々
田
」
と
い
う
新
た
な
等

級
を
設
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、「
傳
法
記
」
に
記
載
の
田
地
等
級
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、
次
に
示
す
母
里
藩（

（（
（

の
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
母
里
藩
租
税
方
法
記
が
あ
る（

（（
（

。
な
お
、
こ
こ
で
は
最
初
の
日
次
村
分
を
と
り
あ
げ
た
。 

　
　
　

一　

村
々
定
免
ニ
而
、
石
盛
、
本
免
、
加
免
共
に
記
、 

　
　
　
　
　
　

免
附
斗
代
附 

　
　
　
　
　
　

本
免
五
ツ
加
免
三
歩　
　
　
　
　
　
　

日
次
村 

　
　
　
　
　
　

一
上
々
田　

十
七　
　

一
上
田　

十
六　
　

一
中
田　

十
四 

　
　
　
　
　
　

一
下
田　
　

十
二　
　

一
下
下
田　

九　
　

一
新
下
々
田　

六 
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一
上
畑　
　

九　
　
　

一
中
畑　

七　
　
　

一
下
畑　

五 
　
　
　
　
　
　

一
下
々
畑　

五　
　
　

一
下
々
畑　

三 

　

記
載
内
容
か
ら
母
里
藩
で
は
田
地
を
六
段
階
に
位
付
け
し
て
お
り
、
石
盛
も
『
傳
法
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
値
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
松
江
藩
で
は
早
く
て
も
寛
永
年
間
に
は
田
地
の
等
級
が
六
段
階
で
あ
り
、
新
下
々
田
を
設
定
し
て
い
た
と
い
え

る
。
そ
し
て
、
こ
の
新
下
々
田
は
、
設
定
さ
れ
た
経
緯
か
ら
鳥
取
藩
の
印
下
々
田
と
同
じ
性
格
を
有
す
る
田
地
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。 

お
わ
り
に 

　

以
上
、
本
稿
で
は
三
佛
寺
の
開
改
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
印
田
と
い
う
田
地
の
等
級
を
論
じ
た
。 

　

こ
の
印
田
と
は
、
次
に
あ
げ
る
六
点
の
特
徴
を
持
つ
田
地
で
あ
る
と
い
え
る
。 

①�

地
味
の
最
も
悪
い
土
地
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
開
墾
地
が
新
た
に
田
地
と
し
て
認
証
さ
れ
た
土
地
に
対
し
て
印
を
付
け
「
印
田
」

と
表
記
し
た
も
の
と
考
え
る
。 

②�

印
田
は
後
年
に
お
い
て
地
味
が
豊
か
に
な
る
と
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
等
級
が
上
昇
す
る
。
こ
れ
よ
り
、
田
地
と
認
め
ら
れ
た
後
も
再

び
確
認
の
必
要
な
田
地
で
あ
る
と
い
え
る
。 

③�

印
田
と
印
下
々
田
は
性
格
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
等
級
を
示
す
。
ま
た
、
印
下
々
田
を
印
田
と
省
略
し
土
地
台
帳
へ
記
載

し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。 

④�

印
田
は
因
幡
国
、
伯
耆
国
の
両
国
に
存
在
す
る
田
地
で
あ
り
、
元
和
三
年
か
ら
寛
永
九
年
頃
に
は
、
す
で
に
等
級
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
各
村
に
存
在
す
る
田
地
で
は
な
い
。 
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⑤�
印
田
の
石
盛
は
八
斗
で
あ
る
。
そ
の
石
盛
は
村
・
田
畠
地
の
等
級
別
石
盛
表
に
よ
る
と
、
三
佛
寺
所
領
の
三
ヶ
村
が
中
々
村
で
あ
る
と
判

明
す
る
。 

⑥�

鳥
取
藩
で
み
ら
れ
る
印
田
（
印
下
々
田
）
と
松
江
藩
の
新
下
々
田
は
と
も
に
下
々
田
と
区
別
す
る
た
め
に
設
定
し
、
地
味
の
変
化
に
応
じ

て
等
級
が
上
昇
す
る
可
能
性
の
あ
る
田
地
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
印
田
と
新
下
々
田
は
同
一
の
性
格
を
有
す
る
田
地
で
あ
り
、
下
々

田
に
「
印
」
や
「
新
」
を
付
け
る
こ
と
で
、
開
墾
地
を
田
地
と
し
て
登
録
後
に
再
度
、
確
認
の
必
要
な
土
地
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

〔
追
記
〕

　

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
三
徳
山
三
佛
寺
文
書
の
史
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
三
徳
山
三
佛
寺
ご
住
職
米
田
良
中
氏
を
は
じ
め
、
奈
良
文

化
財
研
究
所
文
化
遺
産
部
歴
史
研
究
室
長
吉
川
聡
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

注（
1
）
拙
稿
「
三
徳
山
佛
寺
の
開
改
帳
（
一
）
―
年
紀
重
複
分
の
分
析
―
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

研
究
紀
要
』
史
学
篇 

第

十
二
号　

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
開
改
帳
と
は
開
墾
や
土
地
の
拡
大
を
お
こ
な
っ
た
土
地
を
対
象
と
し
て
、
調
査
結
果
を
書
き
記
し
た
帳
面

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
新
開
改
帳
や
新
田
改
帳
も
同
じ
性
格
を
有
す
る
土
地
台
帳
で
あ
る
と
い
え
る
。 

（
2
）
印
田
を
ど
の
よ
う
に
訓
む
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
「
い
ん
で
ん
」
と
し
て
お
く
。 

（
3
）
二
〇
一
〇
年
か
ら
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
整
理
番
号
が
付
け
ら
れ
た
。 

（
4
）『
地
方
凡
例
録
』（
近
藤
出
版
、
一
九
七
五
）。 

「印田」考133



　

検
地
条
目
之
事 

　
�

一　

田
畑
上
中
下
の
位
付
専
一
に
候
、
総
て
甲
乙
無
之
地
方
ハ
、
村
前
よ
り
上
順
々
に
野
末
を
下
に
致
し
、
三
折
等
分
の
位
付
作
徳
に

候
共
、
山
方
野
方
の
村
々
ハ
、
相
違
の
地
方
可
有
之
、
尚
亦
用
水
悪
水
掛
引
旱
損
水
損
収
納
の
勝
手
迄
相
考
ヘ
、
位
付
了
簡
致
す
べ
き

事
、 

　

附　

田
畑
致
坪
付
地
請
の
節
、
無
相
違
様
可
致
事
、 

（
5
）『
牧
民
金
鑑
』（
刀
江
書
院
、
一
九
六
九
年
）。 

　

 　
　

元
禄
七
戌
年
四
月 

　

検
地
條
目 

　

�

一
田
畑
位
付
之
義
、
大
方
上
中
下
三
段
ニ
候
、
此
度
吟
味
之
上
、
地
面
取
分
ヶ
能
所
者
、
上
々
田
ニ
寄
、
藺
田
麻
田
等
一
段
立
之
、
石

盛
ハ
上
よ
り
壹
斗
高
ニ
も
相
極
、
悪
地
有
之
處
者
、
下
々
田
或
ハ
山
田
砂
田
谷
田
段
々
ニ
立
之
相
考
、
下
々
壹
斗
或
ハ
貳
斗
三
斗
も
相

考
、
石
盛
を
下
ヶ
可
相
極
、（
後
略
） 

（
6
）
付
箋
や
貼
紙
は
、
そ
の
大
き
さ
・
貼
り
方
で
区
別
を
し
、
重
ね
貼
り
さ
れ
て
い
る
も
の
は
共
通
で
下
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

表
記
し
た
。 

（
7
）『
鳥
取
県
史
』
第
八
巻 

近
世
資
料
（
鳥
取
県
、
一
九
七
七
年
）。 

（
8
）『
因
伯
受
免
由
来
』
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
さ
ら
に
、
小
野
武
夫
編
『
近
世　

地
方
経
済
史
料
』 

第
三
巻

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
9
）
印
下
々
田
の
訓
み
方
は
、
は
っ
き
り
と
断
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
「
い
ん
げ
げ
で
ん
」
と
し
て
お
き
た
い
。 

（
10
）
増
井
清
蔵
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
～
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）。
鳥
取
藩
士
で
あ
り
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
苗
字
取
立
・
新

134



田
手
伝
と
な
り
、
同
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
は
地
改
・
地
欠
改
御
用
掛
と
し
て
村
々
の
巡
回
指
導
に
あ
た
る
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

に
在
普
請
目
付
と
し
て
藩
内
の
口
宛
米
調
査
を
お
こ
な
い
、
地
利
米
帳
を
も
と
に
因
伯
の
加
損
米
割
替
の
大
事
業
を
二
年
で
完
了
さ
せ
る
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
新
田
畑
開
法
懸
・
取
調
御
用
向
加
勢
と
な
る
。
そ
の
後
、
県
命
に
よ
り
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
『
因
伯
受
免

由
来
』
を
記
す
。 

（
11
）
小
野
武
夫
編
『
日
本
農
民
史
語
彙
』（
刀
江
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。 

（
12
）
鳥
取
縣
内
務
部
編
『
舊
鳥
取
藩
の
租
法
と
明
治
初
期
の
改
革
』
第
六 

田
畑
貢
租
の
沿
革
（
鳥
取
県
内
務
部
、
一
九
二
九
年
）。 

池
田
氏
鳥
取
藩
に
封
ぜ
ら
る
る
以
前
に
於
て
は
、
村
の
原
（
高
く
し
て
平
か
）
隧
（
低
く
し
て
か
）
衍
沃
（
平
に
し
て
宜
き
）、
肥
（
こ
え

る
）、
痩
（
や
せ
る
）
を
勘
考
し
て
、
村
々
に
等
級
を
設
け
、
又
田
畑
一
筆
毎
に
、
上
、
中
、
下
、
下
々
、
印シ
ル
シ

下
々
の
五
段
に
分
類
し
、
之

に
依
り
て
斗
代
を
定
め
た
り
、（
後
略
） 

（
13
）
交
好
脩
「
鳥
取
藩
農
民
経
済
研
究
―
鳥
取
縣
内
務
部
『
舊
鳥
取
藩
の
租
法
と
明
治
初
期
の
改
革
』
―
」（
鎌
倉
文
庫
、
一
九
四
九
年
）。 

（
14
）『
鳥
取
藩
史
』
第
五
巻 

民
政
志
（
鳥
取
県
、
一
九
七
一
年
）。 

　

�

斗
代
は
、
田
畑
各
反
別
の
基
本
収
穫
高
な
る
を
以
て
、
土
地
の
高
低
、
地
味
の
肥
瘠
、
通
水
の
便
否
に
よ
り
て
、
収
穫
の
異
な
る
よ
り
、

各
田
畑
に
て
斗
代
皆
異
な
り
。
田
は
一
村
内
に
い
へ
ば
、
村
中
最
豊
饒
な
る
を
上
田
と
い
ひ
、
こ
れ
よ
り
中
田
・
下
田
・
下
々
田
・

印
下
々
田
の
五
等
あ
り
。
各
田
又
そ
れ
ぞ
れ
九
等
あ
り
て
、
上
田
一
反
の
斗
代
、
二
石
な
る
村
を
上
々
村
と
い
ひ
、
上
田
一
反
の
斗

代
一
石
九
斗
な
る
を
上
村
と
い
ふ
が
如
き
。
以
下
一
斗
下
り
に
中
村
・
下
村
・
下
々
村
等
、
村
も
自
ら
九
等
に
区
別
せ
ら
る
。
上
々
村

の
中
田
は
、
一
石
八
斗
代
、
下
田
は
一
石
六
斗
代
、
下
々
田
は
一
石
四
斗
代
、
印
下
々
田
は
一
石
二
斗
代
な
り
。
右
の
如
く
一
村
各
田

の
斗
代
は
、
其
村
上
田
よ
り
二
斗
下
り
に
定
め
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
村
々
に
よ
り
、
各
田
の
斗
代
を
皆
異
な
る
も
の
に
て
、
畢
意
其
村
上

田
の
斗
代
に
よ
り
て
、
各
田
の
斗
代
も
分
明
し
、
村
の
収
穫
の
大
概
も
し
ら
る
ゝ
な
り
。（
後
略
） 
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（
15
）『
鳥
取
県
史
』
第
三
巻 

近
世
・
政
治
、
第
二
章 

第
三
節 

検
地
と
藩
政
の
確
立
（
鳥
取
県
、
一
九
七
九
年
）。 

（
16
）
松
江
藩
は
出
雲
国
（
現
在
の
島
根
県
東
部
）
の
松
江
に
藩
庁
を
置
き
、
出
雲
国
お
よ
び
隠
岐
国
を
領
地
と
し
た
藩
で
あ
る
。
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
か
ら
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
ま
で
は
堀
尾
氏
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
か
ら
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
ま
で
は
京

極
氏
が
藩
主
を
務
め
て
い
る
。
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
松
平
直
政
が
入
封
し
て
以
後
、
松
平
氏
の
世
襲
と
な
る
。 

（
17
）
岡
山
藩
は
備
前
国
（
現
在
の
岡
山
県
南
東
部
）
岡
山
に
藩
庁
を
置
き
、
備
前
国
と
備
中
国
の
一
部
を
領
地
と
し
た
藩
で
あ
る
。
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
か
ら
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
ま
で
は
池
田
忠
継
・
忠
雄
の
兄
弟
が
藩
主
を
務
め
る
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
忠
雄
が
死

去
す
る
と
、
継
嗣
の
光
仲
は
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
に
因
伯
両
国
と
備
前
国
で
国
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
、
因
幡
国
か
ら
光
仲
の
従
兄
弟
で
あ
る

池
田
光
政
が
転
封
し
て
岡
山
藩
主
と
な
る
。
以
後
、
光
政
の
子
孫
に
よ
る
世
襲
と
な
り
藩
政
を
掌
握
し
た
。 

（
18
）『
岡
山
県
史
』
第
六
巻 

近
世
一 
第
四
章　

領
地
支
配
の
構
造
（
岡
山
県
、
一
九
八
一
年
）。『
岡
山
県
史
』
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
児

島
郡
藤
戸
浦
の
検
地
帳
か
ら
土
地
の
等
級
は
「
上
田
二
石
、
中
田
一
石
八
斗
、
下
田
一
斗
五
斗
、
下
々
田
一
石
三
斗
、
ひ
え
田
一
石
三
斗
、

永
荒
田
八
斗
、
上
畠
一
石
五
斗
、
中
畠
一
石
三
斗
、
下
畠
一
石
、
下
々
畠
九
斗
、
永
荒
七
斗
、
屋
敷
一
石
五
斗
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
和
気
郡
之
内
北
方
村
田
方
御
検
地
帳
か
ら
「
慶
長
検
地
帳
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
石
盛
決
定
の
仕
方
も
同

様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
19
）『
新
修
島
根
県
史
』
通
史
篇
―
考
古
・
古
代
・
中
世
・
近
世 
第
一
章 

第
四
節 

検
地
と
租
税
制
度
（
島
根
県
、
一
九
八
四
年
）。
堀
尾
氏
の

検
地
に
つ
い
て
は
「
大
体
慶
長
七
年
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
は
慶
長
八
、
九
年
に
行
わ
れ
た
所
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
慶
長
一
四

年
か
ら
寛
永
八
年
に
か
け
て
再
度
の
検
地
を
実
施
し
た
例
も
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
20
）
前
掲
注
（
20
）。 

（
21
）
前
掲
注
（
20
）。
こ
れ
以
降
は
新
田
検
地
の
補
正
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 
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（
22
）
岩
崎
左
久
次
、
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
～
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）。
松
江
藩
士
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
か
ら
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
）
ま
で
は
春
秋
検
地
見
立
御
用
を
務
め
て
い
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
郷
方
役
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
地
方
役
、
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
郡
奉
行
を
歴
任
す
る
。 

（
23
）
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』 

第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）。 

（
24
）
前
掲
注
（
23
）。 

（
25
）
前
掲
注
（
23
）。 

（
26
）
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』 

第
八
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）。 

（
27
）
石
倉
思
敬
は
出
雲
国
松
江
の
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

（
28
）
母
里
藩
と
は
、
出
雲
国
母
里
の
伯
太
に
藩
庁
を
置
い
た
藩
で
あ
り
、
松
江
藩
の
支
藩
で
あ
る
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
二
代
藩
主
松
平

綱
隆
は
父
直
政
の
遺
領
を
弟
の
隆
政
へ
分
与
し
た
こ
と
で
成
立
し
た
。 

（
29
）『
新
修
島
根
県
史
』
史
料
篇 

二 

近
世
（
上
）
出
雲
・
隠
岐
（
島
根
県 

、
一
九
八
四
年
）。 
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